
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  小規模宅地等の特例、老人ホームに入居した場合       

Ｑ：私は、母が老人ホームに入居する直前

まで、母と同居していましたが、老人ホーム

に入居した後、結婚して生計が別になりまし

た。この場合、母が居住していた自宅には、

小規模宅地等の適用が受けられるのでしょう

か？ 

                                              

Ａ：適用が受けられます。 

【解説】 

小規模宅地等の特例は、平成25年度の改正

で要件が緩和され、相続開始の直前において、

被相続人の居住の用に供されていなかった宅

地等の場合であっても、①被相続人が、相続

の開始の直前において介護保険法に規定する

要介護認定等を受けていたこと、②被相続人

が老人福祉法等に規定する養護老人ホーム等

(養護ホーム等)に入居又は入所(入居等)して

いたことの要件を満たすときは、その被相続

人の居住の用に供されなくなる直前のその被

相続人の居住の用に供されていた宅地等につ

いては、被相続人等の居住の用に供されてい

た宅地等に該当することとされました。ただ

し、被相続人が老人ホーム等に入居した後に、

事業の用に供した場合又は新たに被相続人等

以外の者の居住の用に供された場合は除くと

されています。ところで、お尋ねのように、

被相続人が老人ホームに入居した後に同居し

ていた親族が生計を別にしたという場合です

が、この場合は新たに被相続人等以外の者の

居住の用に供された場合に該当しませんので、

適用が受けられることになります。 

Ｒ Ｅ  Ｄ Ａ Ｓ  
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

Ａ 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２０１４年）平成２６年   月   日 木曜日 ７３１

発行所 株式会社 
大阪市中央区備後町２－４－６ 
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

5 0 3 6  

 

号 

ホーム ＞ リーダァスクラブ ＞ バックナンバー 

三輪厚二税理士事務所／顧問料不要の三輪会計事務所（編集・発行：税理士 三輪厚二）

大阪市中央区備後町 2-4-6  TEL：06-6209-7191  WEB：http://www.zeirishi-miwa.co.jp  

お見積り・お問合せ：http://www.zeirishi-miwa.co.jp/toiawase.html

http://www.zeirishi-miwa.co.jp/
http://www.zeirishi-miwa.co.jp/readasclub/index.html
http://www.zeirishi-miwa.co.jp/readasclub/backno.html

